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論
文
要
旨

　

近
世
初
期
、
藤
原
惺
窩
に
学
ん
だ
儒
学
者
た
ち
が
漢
学
の
世
界
を
領
導
し
た
。

な
か
で
も
林
羅
山
は
ひ
と
き
わ
抜
き
ん
出
た
存
在
だ
っ
た
と
言
え
る
が
、
羅
山
の

み
が
屹
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
堀
杏
庵
（
一
五
八
五
〜
一
六
四
二
）
も
、

尾
張
徳
川
家
と
い
う
権
威
と
結
び
付
き
、
医
の
要
素
を
大
き
く
有
し
た
点
が
独
自

で
、
か
つ
羅
山
と
も
よ
く
連
携
し
、
こ
の
時
代
の
漢
学
界
を
盛
り
立
て
る
の
に
大

き
く
貢
献
し
た
。
そ
れ
ら
の
点
に
よ
っ
て
、
杏
庵
に
も
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
Ⅰ
仕
官
以
前

（
天
正
十
三
年
〜
慶
長
十
六
年
）、
Ⅱ
浅
野
家
へ
の
仕
官
（
慶
長
十
六
年
〜
元
和
八

年
）、
Ⅲ
尾
張
徳
川
家
へ
の
仕
官
（
元
和
八
年
〜
寛
永
十
九
年
）
と
い
う
三
期
に

分
け
て
、
杏
庵
の
人
生
を
年
譜
形
式
に
よ
っ
て
概
括
す
る
。
特
に
、
若
い
時
期
の

医
師
と
し
て
の
修
業
過
程
や
、
羅
山
と
の
親
交
、
第
Ⅲ
期
、
尾
張
徳
川
家
に
仕
官

し
た
、
四
十
歳
前
後
か
ら
の
儒
学
者
と
し
て
の
名
声
の
高
ま
り
な
ど
が
注
目
に
値

し
よ
う
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【
近
世
初
期
、
儒
学
者
、
堀
杏
庵
、
林
羅
山
、
尾
張
徳
川
家
】

　

近
世
初
期
、
藤
原
惺
窩
に
学
ん
だ
儒
学
者
た
ち
が
漢
学
の
世
界
を
領
導
し
た
。

な
か
で
も
林
羅
山
は
、
幕
府
に
仕
え
権
力
に
最
も
近
か
っ
た
こ
と
、
漢
籍
か
ら

得
ら
れ
る
多
く
の
情
報
を
総
合
的
に
摂
取
し
、
合
理
性
を
も
っ
て
把
握
し
、
か

つ
広
く
啓
蒙
し
た
こ
と
、
に
よ
っ
て
、
ひ
と
き
わ
抜
き
ん
出
た
存
在
だ
っ
た
と

言
え
る
。
し
か
し
、
羅
山
の
み
が
屹
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
堀
杏
庵

（
一
五
八
五
〜
一
六
四
二
）
も
、
尾
張
徳
川
家
と
い
う
権
威
と
結
び
付
き
、
医

の
要
素
を
大
き
く
有
し
た
点
が
独
自
で
、
か
つ
羅
山
と
も
よ
く
連
携
し
、
こ
の

時
代
の
漢
学
界
を
盛
り
立
て
る
の
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
れ
ら
の
点
に
よ
っ

て
、
杏
庵
に
も
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の

よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
杏
庵
の
人
生
を
年
譜
形
式
に
よ
っ
て
概
括
す
る
。

　

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
四
つ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　

第
一
に
、
そ
の
人
生
は
三
期
に
分
け
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
Ⅰ
仕
官
以
前
（
天
正
十
三
年
〜
慶
長
十
六
年
）、
Ⅱ
浅
野
家
へ
の

仕
官
（
慶
長
十
六
年
〜
元
和
八
年
）、
Ⅲ
尾
張
徳
川
家
へ
の
仕
官
（
元
和
八
年

〜
寛
永
十
九
年
）
で
あ
る
。
特
に
、
第
Ⅲ
期
、
尾
張
徳
川
家
に
仕
官
し
た
、
四

堀
杏
庵
年
譜
稿
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十
歳
前
後
か
ら
儒
学
者
と
し
て
の
名
声
が
高
ま
り
、
貴
紳
と
の
交
わ
り
も
増
え

て
き
た
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
年
齢
的
に
も
実
績
が
積
み
重

な
っ
て
き
た
こ
と
、
尾
張
徳
川
家
に
仕
え
た
た
め
権
威
も
加
わ
り
、
実
質
的
に

交
流
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
。『
堀
頣
貞
先
生
年
譜
稿
本
』

に
も
、
元
和
九
年
条
に
「
先
生
儒
医
を
以
て
天
下
に
鳴
る
。
笈
を
負
ひ
、
学
び

に
来
る
者
甚
だ
多
し
」、
寛
永
元
年
条
に
「
京
師
に
至
り
陽
明
殿
信
尋
公
先
生

に
請
ひ
て
大
学
公
素
信
仏
説
を
講
ず
。（
中
略
）
搢
紳
学
生
来
り
、
聴
講
す
る

者
甚
だ
多
し
」、
寛
永
三
年
条
に
「
先
生
、
松
平
下
野
守
・
浅
野
但
馬
守
を
三

本
木
の
第
に
招
き
、
之
を
饗
す
。
他
の
侯
伯
来
訪
者
甚
だ
多
し
」
な
ど
と
あ
る
。

　

第
二
に
、
羅
山
と
は
生
涯
親
し
く
交
わ
り
、
関
わ
り
が
深
か
っ
た
点
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
寛
永
九
年
、
羅
山
が
先
聖
殿
を
建
設
し
た
際
、
徳
川
義
直
の
寄

進
を
受
け
て
い
る
の
だ
が
、
杏
庵
も
そ
れ
を
支
援
し
た
こ
と
、『
寛
永
諸
家
系

図
伝
』
の
編
集
に
と
も
に
携
わ
っ
た
こ
と
、
ま
た
し
ば
し
ば
歳
旦
詩
を
唱
和
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

羅
山
と
の
比
較
か
ら
杏
庵
の
あ
り
か
た
を
も
う
少
し
見
て
み
た
い
。
林
読
耕

斎
「
羅
山
林
先
生
行
状
」
に
は
、

幕
下
の
士
、
阿
部
正
之
、
一
日
邂
逅
、
杏
庵
正
意
に
語
り
て
曰
く
、「
聞

く
、
今
時
の
博
物
者
は
羅
山
子
に
し
て
、
其
の
之
に
次
ぐ
者
は
足
下
な
り

と
。
吁
、
得
難
き
の
才
な
り
」
と
。
正
意
答
へ
て
曰
く
、「
羅
山
は
則
ち

誠
に
然
り
。
彼
の
文
学
を
以
て
、
方
今
の
日
域
に
生
ま
れ
て
、
展
布
を
得

ざ
る
や
、
甚
だ
惜
し
む
べ
し
。
吾
儕
十
余
輩
、
之
を
累
ぬ
と
雖
も
、
而
も

豈
に
一
羅
山
を
望
ま
ん
や
。
侔
し
く
之
を
称
す
べ
き
所
以
に
匪
ず
」
と
。

正
之
曰
く
、「
予
は
固
よ
り
不
学
に
し
て
弁
知
す
る
所
無
し
。
今
、
告
ぐ

る
所
を
聞
き
、
弥
々
羅
山
の
跋
及
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
な
り
。
足
下
の

直
説
、
不
夸
不
耀
、
最
も
感
讃
す
べ
き
な
り
」。

と
し
て
、
学
識
は
羅
山
に
次
ぐ
と
の
認
識
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
荻
生
徂

徠
『
徂
徠
集
』〈
元
文
五
年
刊
〉
巻
二
十
七
「
屈
景
山
に
答
ふ
」（『
先
哲
叢
談
』

に
も
抄
出
）
に
は
、

余
不
侫
、
髫
年
の
時
、
之
を
先
大
夫
に
聞
け
り
。
昔
、
洛
に
惺
窩
先
生
な

る
者
有
り
。
其
の
高
第
の
弟
子
、
羅
山
・
活
所
諸
公
の
若
き
者
五
人
、
名
、

海
内
に
聞
こ
え
、
皆
務
め
て
弁
博
を
以
て
相
高
く
す
。
而
る
に
屈
先
生
な

る
者
は
、
独
り
温
厚
の
長
者
と
為
り
て
、
乃
ち
四
人
の
間
に
詘
然
と
し
、

退
譲
し
て
自
ら
将
ひ
、
名
高
き
を
求
め
ず
。
其
の
東
都
に
来
る
や
、
先
大

夫
も
亦
嘗
て
一
二
接
見
す
と
云
ふ
。
夫
れ
儒
者
断
断
た
る
は
古
よ
り
然
り

と
為
す
。
而
る
に
乃
ち
能
く
爾
る
者
、
千
百
人
中
一
人
の
み
。

と
あ
る
よ
う
に
、
性
格
が
温
厚
で
謙
遜
の
心
が
強
く
、
名
声
を
求
め
な
か
っ
た

と
い
う
。

　

第
三
に
、
医
師
と
し
て
の
特
質
が
大
き
い
点
で
あ
る
。
杏
庵
は
、
中
国
に
お

け
る
金
・
元
の
医
学
革
新
の
成
果
│
李
東
垣
・
朱
丹
渓
の
医
説
・
い
わ
ゆ
る
李

朱
医
説
│
を
渡
明
し
て
学
ん
だ
田
代
三
喜
に
従
学
し
た
曲
直
瀬
一
渓
（
初
世
道

三
）
を
祖
と
す
る
曲
直
瀬
流
の
医
学
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
同
じ
く

曲
直
瀬
家
に
学
ん
だ
父
徳
印
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

杏
庵
は
曲
直
瀬
家
に
学
ん
だ
後
、
惺
窩
門
に
入
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
点
で

も
、
医
は
本
業
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
慶
長
十
年
（
二
十
一
歳
）
の
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『
堀
頣
貞
先
生
年
譜
稿
本
』
の
記
述
に
、
堀
家
に
は
も
と
も
と
書
物
は
乏
し
か

っ
た
が
、
機
会
を
得
る
ご
と
に
書
写
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
数
も
増
し
、
儒

医
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
、
と
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
羅
山
は
、

足
下
の
稟
賦
、
天
、
意
有
る
か
。
技
芸
に
溺
る
る
こ
と
勿
れ
。
孫
真
人
医

を
以
て
名
を
貶
さ
ず
、
趙
松
雪
書
を
以
て
名
を
損
せ
ず
。
足
下
以
て
如
何

と
為
す
。
孔
子
曰
く
、
芸
に
遊
ぶ
と
。
溺
す
る
の
謂
ひ
に
非
ず
。
足
下
の

衛
生
に
於
け
る
、
亦
た
宜
し
く
然
る
べ
し
。
余
が
言
、
狂
に
非
ず
。
足
下

之
を
三
復
せ
よ
。
若
し
言
は
ん
と
欲
す
る
所
有
ら
ば
、
則
ち
必
ず
余
に
告

げ
よ
。
幸
ひ
為
ら
ん
。
足
下
に
益
無
け
れ
ば
、
必
ず
我
に
益
有
ら
ん
。」

（『
羅
山
文
集
』
巻
五
「
堀
正
意
に
示
す
」）

と
し
て
、
杏
庵
が
医
学
に
傾
斜
す
る
こ
と
を
諫
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、
漢
文
に
対
し
て
高
い
評
価
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
当
時
、
詩
は
丈

山
、
文
は
杏
庵
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
寛
永
十
三
年
来
日
の
朝
鮮
通
信
使
権

侙
が
石
川
丈
山
に
語
っ
た
こ
と
ば
と
し
て
、

正
意
は
見
ゆ
る
こ
と
を
得
ず
と
雖
も
書
を
以
て
問
答
す
。
真
に
博
雅
の
士

也
。
不
侫
、
願
は
く
は
尊
公
を
以
て
貴
邦
詩
家
の
正
宗
と
為
し
、
正
意
を

以
て
文
苑
の
老
将
と
為
す
。（『
新
編
覆
醬
集
』
巻
十
六
「
朝
鮮
国
権
学
士

菊
軒
に
与
ふ
る
筆
語
」）

が
残
さ
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
引
用
し
た
漢
文
は
、
す
べ
て
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
凡
例
〕

以
下
の
略
称
を
用
い
る
。

・
年
譜
…
…
堀
頣
貞
先
生
年
譜
稿
本
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
。
明
治
三

十
八
年
に
堀
鉞
之
丞
氏
所
蔵
本
を
謄
写
し
た
も
の
）

・
羅
山
詩
集
、
羅
山
文
集
…
…
羅
山
林
先
生
詩
文
集

【
Ⅰ
仕
官
以
前
（
天
正
十
三
年
～
慶
長
十
六
年
）】

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
乙
酉
　
一
歳

◎
五
月
二
十
八
日
、
近
江
国
安
土
に
、
医
師
堀
徳
印
（
一
五
三
四
〜
一
六
一
〇
。

号
、
月
江
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。（
年
譜
）

　

父
徳
印
は
、
曲
直
瀬
一
渓
（
初
世
道
三
）
に
医
を
学
ん
だ
。
祖
父
定
澄
は
、

近
江
野
洲
郡
の
野
村
城
主
。
曲
直
瀬
一
渓
は
、
戦
国
時
代
の
名
医
。
京
都
に

医
学
院
啓
迪
院
を
設
立
し
た
。

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
庚
寅
　
六
歳

○
こ
の
年
、
弟
安
之
、
近
江
八
幡
山
に
誕
生
す
る
。（
年
譜
）

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
辛
卯
　
七
歳

◎
こ
の
年
、
父
と
と
も
に
上
洛
す
る
。（
年
譜
）

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
壬
辰
　
八
歳

○
こ
の
年
、「
就
学
」。（
年
譜
）

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
甲
午
　
十
歳

◎
こ
の
年
、
南
禅
寺
帰
雲
院
の
梅
心
正
悟
の
室
に
住
し
、
書
を
読
み
、
字
を
学

ぶ
。（
年
譜
）
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慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
丁
酉
　
十
三
歳

○
こ
の
年
、『
中
庸
章
句
』
を
臨
写
す
る
。（
年
譜
）

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
戊
戌
　
十
四
歳

○
こ
の
年
、『
雲
陣
夜
話
』『
翠
竹
医
方
』
を
写
す
。（
年
譜
）

　
『
雲
陣
夜
話
』
は
、
曲
直
瀬
一
渓
著
の
医
学
書
。

○
こ
の
年
、
享
徳
院
正
淳
に
医
を
学
ぶ
。（
年
譜
）

　

享
徳
院
正
淳
と
は
、
曲
直
瀬
正
純
（
号
は
亨
徳
院
。
一
渓
の
子
を
妻
と
し

た
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
年
譜
』
で
は
、
正
淳
と
正
純
は
別
人

と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
慶
長
六
年
の
項
、
参
照
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
庚
子
　
十
六
歳

○
こ
の
年
、「
帰
雲
洞
」
に
入
り
、『
類
萃
録
』
十
余
巻
を
写
す
。（
年
譜
）

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
辛
丑
　
十
七
歳

○
二
月
、
正
淳
が
『
老
師
雑
話
記
』
を
、
三
月
、
法
斎
が
『
医
方
大
成
』
を
、

四
月
、
曲
直
瀬
正
純
が
『
難
経
』
を
、
同
月
、
正
淳
・
宗
由
が
『
難
経
』
を
、

五
月
、
曲
直
瀬
玄
朔
が
『
大
成
論
』
を
、
八
月
、
道
節
が
『
運
気
論
』
を
、
十

月
、
妙
雲
院
が
『
中
庸
』
を
、
十
一
月
、
曲
直
瀬
正
琳
が
『
正
伝
或
問
』
を
、

十
二
月
、
玄
朔
が
『
局
方
発
揮
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
講
義
し
た
の
を
聴
き
、「
鈔

解
若
干
巻
」
を
作
成
す
る
。（
年
譜
）

　

曲
直
瀬
玄
朔
は
、
一
渓
の
甥
で
、
養
子
と
な
り
、
二
世
道
三
と
な
る
。
曲

直
瀬
正
琳
は
、
玄
朔
の
子
を
妻
と
し
、
曲
直
瀬
家
の
分
家
で
あ
る
養
安
院
家

の
祖
と
な
る
。

　
『
老
師
雑
話
記
』
は
、
曲
直
瀬
一
渓
著
の
医
学
書
。『
医
方
大
成
論
』
は
、

室
町
時
代
末
に
吉
田
宗
桂
が
明
の
熊
宗
立
著
『
医
書
大
全
』
を
抜
粋
し
て
作

成
し
た
書
。『
難
経
』
は
、
後
漢
二
世
紀
頃
の
医
学
書
。
秦
越
人
（
扁
鵲
）

著
。『
運
気
論
』
は
、『
素
問
入
式
運
気
論
奥
』。
宋
の
劉
温
舒
著
の
医
学
書
。

『
局
方
発
揮
』
は
、
元
の
朱
丹
渓
が
著
し
た
医
学
書
。

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
壬
寅
　
十
八
歳

◎
こ
の
年
、
剃
髪
し
て
、
正
意
と
号
す
る
。（
年
譜
）

○
正
月
、
正
琳
が
『
運
気
論
』
を
、
二
月
、
妙
運
院
が
『
論
語
』『
大
学
』
を
、

四
月
、
曲
直
瀬
玄
朔
が
『
格
致
余
論
』
を
、
五
月
、
宗
由
が
『
正
伝
或
問
』
を
、

九
月
、
正
純
が
『
医
学
指
南
』
を
、
十
月
、
玄
朔
が
『
医
学
正
伝
』
を
、
十
一

月
、
宗
由
が
『
局
方
発
揮
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
講
義
し
た
の
を
聴
き
、「
鈔
解
若

干
巻
」
を
作
成
す
る
。（
年
譜
）

　
『
格
致
余
論
』
は
、
元
の
朱
丹
渓
が
著
し
た
医
学
書
。『
医
学
指
南
』
は
、

曲
直
瀬
一
渓
著
の
医
学
書
。『
医
学
正
伝
』
は
、
明
の
虞
摶
が
著
し
た
医
学

書
。

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
癸
卯
　
十
九
歳

○
冬
、
伏
見
に
お
い
て
、
蜀
山
・
松
山
ら
と
交
流
す
る
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
か
ら
、『
薬
剤
日
記
』
を
付
け
始
め
る
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
、
寿
海
院
が
『
本
草
序
例
』
を
、
妙
合
院
が
『
古
文
孝
経
』
を
、
そ

れ
ぞ
れ
講
義
し
た
の
を
聴
き
、「
鈔
解
若
干
巻
」
を
作
成
す
る
。（
年
譜
）

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
甲
辰
　
二
十
歳

○
正
月
、
正
淳
が
『
明
医
雑
書
』
を
、
四
月
、
妙
雲
院
が
『
三
略
』『
六
韜
』

を
、
五
月
、
宗
由
が
『
脉
訣
』
を
、
七
月
、
曲
直
瀬
玄
鑑
が
『
医
学
心
伝
』
を
、
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十
月
、
宗
珣
が
『
運
気
論
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
講
義
し
た
の
を
聴
き
、「
鈔
解
若

干
巻
」
を
作
成
す
る
。（
年
譜
）

　

曲
直
瀬
玄
鑑
は
、
玄
朔
男
。
三
世
道
三
。
宗
珣
は
、
吉
田
宗
恂
。
家
康
に

仕
え
た
医
師
。
惺
窩
門
。

　
『
明
医
雑
書
』
は
、『
明
医
雑
著
』。
明
の
王
綸
が
著
し
た
医
学
書
。

○
こ
の
年
、
茅
原
田
貞
正
女
を
娶
る
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
、
銅
駝
坊
か
ら
、
三
本
木
（
東
洞
院
通
竹
屋
町
上
ル
）
に
移
居
す
る
。

（
年
譜
）

慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
乙
巳
　
二
十
一
歳

○
こ
の
年
、
四
書
や
『
詩
経
』『
易
経
』『
礼
記
』
の
「
鈔
解
若
干
巻
」
を
作
成

す
る
。（
年
譜
）

◎
堀
家
に
は
も
と
も
と
書
物
は
乏
し
か
っ
た
が
、
機
会
を
得
る
ご
と
に
書
写
し

て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
数
も
増
し
、
儒
医
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。（
年
譜
）

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
丙
午
　
二
十
二
歳

◎
こ
の
年
、
初
め
て
、
藤
原
惺
窩
に
朱
子
学
を
学
ぶ
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
、
紀
伊
に
赴
く
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
二
）

慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
丁
未
　
二
十
三
歳

○
三
月
、
宗
由
が
『
格
知
余
論
』『
素
問
』
を
講
義
し
た
の
を
聴
き
、『
素
問
弁

髦
』
を
著
す
。（
年
譜
）

　
『
素
問
』
は
、
最
古
の
医
書
。
黄
帝
と
、
そ
の
臣
で
名
医
の
岐
伯
と
の
問

答
形
式
。

○
十
月
、
菅
玄
東
（
得
庵
）
母
没
。
追
悼
詩
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
二
、
七
）

　

菅
得
庵
は
、
曲
直
瀬
一
渓
に
医
を
学
び
、
羅
山
・
惺
窩
に
儒
を
学
ぶ
。

○
こ
の
年
、
蜀
山
・
玄
東
（
菅
得
庵
）・
紹
安
・
三
清
ら
が
訪
れ
て
、『
通
鑑
綱

目
』
の
文
法
に
擬
し
て
『
太
平
記
』
二
巻
を
訳
す
。（
年
譜
）

慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
戊
申
　
二
十
四
歳

○
春
、
杏
庵
の
招
き
に
よ
り
、
林
羅
山
が
詩
会
に
出
席
す
る
。（
羅
山
詩
集
・

巻
五
十
三
）

○
六
月
二
十
六
日
、
長
女
誕
生
。
後
に
安
芸
藩
医
黒
川
寿
閑
の
妻
と
な
る
。

（
年
譜
）

○
こ
の
年
、『
啓
迪
集
題
辞
解
』
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
一
）

　
『
啓
迪
集
』
は
、
曲
直
瀬
一
渓
著
の
医
学
書
。

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
己
酉
　
二
十
五
歳

○
こ
の
年
、
今
出
川
宣
季
が
『
職
原
抄
』
を
講
義
す
る
の
を
聴
き
、『
職
原
抄

解
』
を
著
す
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
、
那
波
活
所
（
信
吉
）
の
詩
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
一
）

　

那
波
活
所
は
、
惺
窩
門
の
儒
学
者
。
詩
文
集
『
活
所
遺
稿
』。

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
庚
戌
　
二
十
六
歳

○
七
月
十
七
日
、
父
徳
印
没
、
七
十
七
歳
。（
年
譜
）

○
九
月
、
長
男
正
英
（
号
、
立
庵
。
一
六
一
〇
〜
六
二
）
誕
生
。（
年
譜
）

○
冬
、
倉
満
泰
次
に
代
わ
っ
て
、「
安
南
国
大
監
に
贈
る
」
を
作
成
す
る
。（
年

譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
）
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【
Ⅱ
浅
野
家
へ
の
仕
官
（
慶
長
十
六
年
～
元
和
八
年
）】

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
辛
亥
　
二
十
七
歳

◎
和
歌
山
藩
主
浅
野
幸
長
が
杏
庵
の
名
声
を
聞
き
、
す
で
に
幸
長
に
仕
え
て
い

た
惺
窩
に
請
う
て
招
き
、
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。
五
百
石
を
領
す
る
。（
年
譜
）

　

浅
野
幸
長
は
、
浅
野
長
政
の
長
男
。
文
禄
・
慶
長
の
役
に
従
軍
し
た
が
、

関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
東
軍
の
先
鋒
と
し
て
岐
阜
城
を
攻
撃
し
た
。

慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
壬
子
　
二
十
八
歳

○
七
月
、
父
徳
印
の
大
祥
忌
の
た
め
、
梅
心
正
悟
が
法
会
を
行
い
、
杏
庵
の
孝

心
を
賞
し
て
詩
を
詠
じ
、
杏
庵
も
そ
れ
に
和
す
。
翌
日
、
藤
原
惺
窩
も
ま
た
和

す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
一
）

○
十
月
十
三
日
、
相
国
寺
鹿
苑
院
の
昕
叔
顕
晫
を
羅
山
と
と
も
に
訪
問
す
る
。

（
鹿
苑
日
録
）

○
十
月
、
林
羅
山
・
玄
東
（
菅
得
庵
）・
道
門
・
善
秀
ら
と
と
も
に
高
雄
山
に

遊
び
、
羅
山
と
駿
府
に
赴
く
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
二
、
羅
山
詩
集
・
巻
三

十
五
）

○
十
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
席
に
て
詩
を
詠
む
。（
羅
山
詩
集
・
巻
六
十
一
・
六

十
二
）

慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
癸
丑
　
二
十
九
歳

○
春
、
駿
府
よ
り
帰
る
。（
年
譜
）

◎
二
月
、
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
る
。（
年
譜
）

◎
八
月
二
十
五
日
、
浅
野
幸
長
没
。
三
十
八
歳
。
そ
の
後
、
幸
長
の
弟
の
長
晟

に
仕
え
る
。（
年
譜
）

　

浅
野
長
晟
は
、
大
坂
の
役
で
塙
団
右
衛
門
直
之
ら
を
討
ち
取
り
、
武
功
を

あ
げ
た
。

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
甲
寅
　
三
十
歳

○
四
月
、
駿
府
に
赴
く
。
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
、「
為
政
論
」
を
著
す
。（
年

譜
、
杏
陰
集
・
巻
八
）

○
十
月
、
次
女
誕
生
。
後
に
、
三
宅
正
堅
（
澹
庵
）
の
妻
と
な
る
。（
年
譜
）

　

三
宅
澹
庵
は
、
杏
庵
門
。
常
陸
下
妻
藩
主
松
平
定
綱
に
仕
え
る
。

○
冬
、
大
坂
の
役
に
従
軍
す
る
。（
年
譜
）

慶
長
年
間

○
冬
、
林
羅
山
・
菅
玄
東
（
得
庵
）・
永
田
正
明
（
善
斎
）・
那
波
信
吉
（
活

所
）
ら
と
と
も
に
秋
江
の
房
に
赴
く
。
詩
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
三
、
羅
山
詩

集
・
巻
三
十
六
）

　

永
田
善
斎
は
、
惺
窩
・
羅
山
に
学
び
、
の
ち
羅
山
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
紀

伊
和
歌
山
藩
儒
と
な
る
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
乙
卯
　
三
十
一
歳

○
九
月
、
有
馬
温
泉
に
浴
す
。
詩
あ
り
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
三
）

○
九
月
二
十
日
、
京
都
に
雨
雪
降
り
、
翌
日
九
月
の
雪
に
つ
い
て
藤
原
惺
窩
と

語
り
、
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
て
詩
の
贈
答
あ
り
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
一
）

○
十
一
月
、
浅
野
長
晟
に
従
っ
て
、
江
戸
に
赴
く
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
一
）

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
丙
辰
　
三
十
二
歳

○
春
、
駿
府
に
赴
く
。（
年
譜
）

○
三
月
二
十
五
日
、
三
女
誕
生
。
後
に
福
井
是
庵
の
妻
と
な
る
。（
年
譜
）
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○
十
二
月
十
一
日
、
林
羅
山
が
杏
庵
席
に
て
詩
を
詠
む
。（
羅
山
詩
集
・
巻
三

十
）

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
丁
巳
　
三
十
三
歳

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
二
月
十
三
日
、
林
羅
山
が
杏
庵
に
書
翰
を
送
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
七
）

○
十
一
月
十
九
日
、
林
羅
山
が
杏
庵
第
に
て
詩
を
詠
む
。（
羅
山
詩
集
・
巻
五

十
）

○
こ
の
年
、
紀
伊
に
あ
り
、
十
方
院
松
雲
（
永
原
松
雲
）
の
為
に
四
書
及
び

『
史
記
』
を
講
義
し
、
松
雲
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
講
義
を
受
け
る
。（
年
譜
）

○
こ
の
頃
、
石
川
丈
山
と
の
交
遊
が
始
ま
る
か
。（
東
溪
石
先
生
年
譜
）

　

石
川
丈
山
は
、
漢
詩
人
。
家
康
に
仕
え
た
が
、
大
坂
夏
の
陣
の
の
ち
薙
髪

し
、
惺
窩
に
学
ぶ
。
元
和
九
年
、
安
芸
広
島
藩
に
仕
え
た
が
、
寛
永
十
三
年

に
致
仕
し
た
。
詩
文
集
『
覆
醬
集
』『
新
編
覆
醬
集
』。

元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
戊
午
　
三
十
四
歳

○
正
月
、
藤
原
惺
窩
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
惺
窩
先
生
文
集
・
巻

五
）

○
六
月
、
江
戸
に
赴
く
。
林
羅
山
が
杏
庵
の
紀
行
中
の
詩
に
唱
和
し
て
、
三
宅

正
堅
（
澹
庵
）
に
示
す
。（
年
譜
、
羅
山
詩
集
・
巻
四
十
四
）

○
十
月
二
十
七
日
、
四
女
誕
生
。
後
に
仙
庵
の
妻
と
な
る
。（
年
譜
）

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
己
未
　
三
十
五
歳

○
二
月
一
日
、
林
羅
山
が
杏
庵
亭
に
て
詩
を
詠
む
。（
羅
山
詩
集
・
巻
六
十
）

◎
七
月
十
八
日
、
浅
野
長
晟
が
安
芸
広
島
藩
主
に
移
封
さ
れ
、
従
う
。（
年
譜
）

　

林
羅
山
が
安
芸
に
赴
く
杏
庵
に
対
し
て
詩
を
贈
る
。（
年
譜
、
羅
山
詩

集
・
巻
三
十
七
）

◎
九
月
十
二
日
、
藤
原
惺
窩
没
。
五
十
九
歳
。
追
悼
詩
あ
り
。（
年
譜
、
杏
陰

集
・
巻
二
、
惺
窩
文
集
・
続
巻
三
）

○
九
月
、『
兵
占
時
日
』
序
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
七
）

○
十
月
十
四
日
、
林
羅
山
が
杏
庵
に
書
翰
を
送
る
。（
羅
山
文
集
・
巻
五
。「
間

者
之
日
」
で
始
ま
る
も
の
。『
羅
山
残
稿
』
巻
十
二
に
よ
り
、
月
日
を
特
定
で

き
る
）

元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
庚
申
　
三
十
六
歳

○
秋
、
浅
野
長
晟
に
従
っ
て
、
江
戸
に
赴
く
。（
年
譜
）

元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
辛
酉
　
三
十
七
歳

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

【
Ⅲ
尾
張
徳
川
家
へ
の
仕
官
（
元
和
八
年
～
寛
永
十
九
年
）】

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
壬
戌
　
三
十
八
歳

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
七
月
十
七
日
、
父
徳
印
の
十
三
回
忌
。
詩
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
三
）

○
十
一
月
二
十
三
日
、
専
益
宅
に
お
け
る
和
漢
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
大

阪
天
満
宮
他
蔵
本
）〔『
連
歌
総
目
録
』〕

　

連
衆
は
他
に
、
昌
琢
・
林
永
喜
・
林
羅
山
・
昌
俔
・
竹
中
重
門
・
玄
陳
・

大
圭
紹
琢
・
宗
之
・
専
益
・
遠
藤
宗
務
ら
。

　

林
永
喜
は
、
羅
山
弟
、
東
舟
、
信
澄
。
竹
中
重
門
は
、
武
将
。
竹
中
半
兵
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衛
重
治
の
男
。
秀
吉
に
仕
え
、
の
ち
徳
川
氏
に
仕
え
た
。

○
十
二
月
七
日
、
竹
中
重
門
邸
に
お
け
る
漢
和
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
大

阪
天
満
宮
他
蔵
本
）〔『
連
歌
総
目
録
』〕

　

連
衆
は
他
に
、
林
羅
山
・
昌
琢
・
林
永
喜
・
大
圭
紹
琢
・
昌
俔
・
玄
陳
・

宗
之
・
専
益
・
遠
藤
宗
務
ら
。

◎
こ
の
年
、
浅
野
長
晟
に
従
っ
て
、
江
戸
に
あ
り
。
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
が
杏

庵
の
名
声
を
聞
き
、
長
晟
に
請
う
て
召
し
、
義
直
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
後
、
義
直
に
常
に
従
い
、
秀
忠
・
家
光
に
も
拝
謁
し
、
幾
度
も
「
酒
饌
」

「
時
服
」
を
賜
る
。（
年
譜
）

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
癸
亥
　
三
十
九
歳

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
三
月
、
漢
和
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
』
十

九
冊
）〔『
連
歌
総
目
録
』〕

　

連
衆
は
他
に
、
林
永
喜
・
応
昌
・
敦
通
・
林
羅
山
・
大
圭
紹
琢
・
竹
中
重

門
・
尊
益
（
専
益
）・
外
由
・
石
川
丈
山
・
了
景
ら
。

○
秋
頃
、
木
下
長
嘯
子
が
那
波
道
円
（
活
所
）
に
与
え
た
和
歌
に
唱
和
す
る
。

（
杏
陰
集
・
巻
三
、
活
所
遺
稿
・
巻
三
）

　

木
下
長
嘯
子
は
歌
人
。
秀
吉
の
室
北
政
所
の
甥
。
若
狭
小
浜
城
主
。
関
ケ

原
の
合
戦
の
後
、
隠
棲
。
家
集
『
挙
白
集
』。

◎
儒
医
と
し
て
の
名
声
が
高
く
な
り
、
多
く
の
者
が
学
び
に
や
っ
て
来
る
よ
う

に
な
る
。（
年
譜
）

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
甲
子
　
四
十
歳

○
五
月
二
十
九
日
、
次
男
貞
高
（
一
六
二
四
〜
九
五
。
号
、
忘
斎
。
名
古
屋
藩

士
）
誕
生
。（
年
譜
）

○
七
月
、
義
直
の
命
に
よ
り
、
熱
田
神
宮
に
赴
き
、「
官
符
」
を
写
し
、「
宝

器
」
を
撿
し
、
大
宮
司
や
社
僧
と
「
祀
典
」
に
つ
い
て
議
定
し
た
。（
年
譜
）

　

野
村
辰
美
「
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
と
熱
田
宮
」（『
近
世
名
古
屋
享
元
絵
巻

の
世
界
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

◎
冬
、
京
都
に
到
り
、
十
月
七
日
か
ら
十
一
月
十
四
日
ま
で
、
近
衛
信
尋
の
求

め
に
よ
り
、『
大
学
』
公
素
信
仏
説
を
講
義
し
た
。
来
聴
す
る
者
多
数
。（
年

譜
）

　

近
衛
信
尋
は
、
後
陽
成
天
皇
第
四
皇
子
、
後
水
尾
天
皇
の
同
母
弟
。

○
十
一
月
、
江
戸
に
赴
く
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
、『
大
学
鈔
解
』
を
著
し
、
長
男
正
英
に
授
け
る
。（
年
譜
）

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
乙
丑
　
四
十
一
歳

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
春
、
江
戸
よ
り
帰
る
。（
年
譜
）

○
十
月
、
職
人
に
命
じ
て
、『
扶
桑
略
記
』『
百
錬
抄
』
を
写
さ
せ
、
朱
点
を
加

え
る
。（
年
譜
）

○
十
二
月
、「
犬
山
侯
成
瀬
氏
墓
誌
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十

五
）

　
「
犬
山
侯
成
瀬
氏
」
は
、
尾
張
犬
山
藩
主
成
瀬
正
成
。
こ
の
年
正
月
に
没

し
た
。
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寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
丙
寅
　
四
十
二
歳

◎
三
月
六
日
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
る
。（
年
譜
）

◎
秋
、
将
軍
家
光
が
京
都
を
訪
れ
た
際
、
松
平
下
野
守
（
利
正
）・
浅
野
但
馬

守
（
長
晟
）
を
三
本
木
の
邸
宅
に
招
き
、
饗
応
す
る
。
他
に
も
来
訪
者
は
な
は

だ
多
し
。（
年
譜
）

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
丁
卯
　
四
十
三
歳

○
正
月
、
菅
玄
同
（
得
庵
）
の
求
め
に
応
じ
て
、『
惺
窩
文
集
』
に
序
を
著
す
。

（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
七
）

○
二
月
、
義
直
に
従
い
、
江
戸
に
赴
く
。
紀
行
文
成
立
。（
年
譜
、
国
会
図
書

館
蔵
『
杏
庵
紀
行
』）

○
四
月
二
十
五
日
、
夢
想
和
漢
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
大
坂
天
満
宮
蔵
本

他
）〔『
連
歌
総
目
録
』〕

　

連
衆
は
他
に
、
徳
川
義
直
・
以
心
崇
伝
・
玄
仲
・
応
昌
・
佐
河
田
昌
俊
・

林
羅
山
・
玄
竹
・
玄
益
・
林
永
喜
・
聴
意
・
玄
高
。

　

以
心
崇
伝
は
、
臨
済
宗
の
僧
侶
。
南
禅
寺
住
持
と
な
り
、
塔
頭
金
地
院
に

住
む
。
家
康
の
信
任
厚
く
、
幕
府
の
為
に
尽
力
し
た
。
佐
河
田
昌
俊
は
、
歌

人
・
茶
人
。
飛
鳥
井
雅
庸
・
近
衛
信
尋
に
歌
を
、
小
堀
遠
州
に
茶
を
学
ぶ
。

○
五
月
、
吉
田
玄
猶
に
代
わ
っ
て
、「
射
芸
印
可
文
」
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰

集
・
巻
十
二
）

○
六
月
二
十
五
日
、
漢
和
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
大
坂
天
満
宮
蔵
本
）

〔『
連
歌
総
目
録
』〕

　

連
衆
は
他
に
、
以
心
崇
伝
・
玄
仲
・
脇
坂
安
元
・
林
羅
山
・
鳳
栖
元
竹
・

林
永
喜
・
応
昌
・
佐
河
田
昌
俊
・
那
波
活
所
・
宗
貞
・
吉
真
・
元
吉
。

　

脇
坂
安
元
は
、
信
濃
飯
田
藩
主
。
号
、
八
雲
軒
。
羅
山
に
儒
を
学
ぶ
。
家

集
『
八
雲
藻
』。

○
九
月
、
義
直
に
従
っ
て
、
有
馬
温
泉
に
赴
く
。
余
田
正
興
と
交
流
す
る
。

「
温
泉
記
」
を
著
す
。
帰
京
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
七
・
九
）

○
こ
の
年
、
木
下
長
嘯
子
を
東
山
に
訪
問
し
、
女
子
を
弔
っ
た
長
嘯
子
の
歌
に

唱
和
す
る
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
三
、
七
）

　

長
嘯
子
の
娘
三
が
亡
く
な
っ
た
の
は
同
年
三
月
十
五
日
。「
木
下
長
嘯
子

年
譜
」
は
杏
庵
の
唱
和
を
寛
永
五
年
九
月
の
こ
と
と
す
る
。

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
戊
辰
　
四
十
四
歳

○
七
月
、
門
人
の
正
允
の
求
め
に
よ
っ
て
、「
倉
公
・
扁
鵲
授
受
図
」
の
画
賛

詩
を
詠
じ
る
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
三
）

　

倉
公
・
扁
鵲
は
、
漢
代
の
名
医
。

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
己
巳
　
四
十
五
歳

○
四
月
刊
の
『
本
朝
文
粋
』
に
、
杏
庵
序
あ
り
。（
国
会
図
書
館
蔵
版
本
、
杏

陰
集
・
巻
七
）

　
『
年
譜
』
に
は
、
十
一
月
に
吉
田
（
角
倉
）
素
庵
の
求
め
に
よ
っ
て
、
校

訂
し
朱
点
を
付
す
と
あ
る
。
角
倉
素
庵
は
、
豪
商
。
惺
窩
門
。
羅
山
を
惺
窩

に
引
き
合
わ
せ
た
。
本
阿
弥
光
悦
ら
の
嵯
峨
本
出
版
に
助
力
し
た
。

○
七
月
、
駒
福
（
堺
町
通
丸
太
町
上
ル
）
に
移
居
す
る
。（
年
譜
）

○
八
月
、
久
須
見
常
林
の
求
め
に
応
じ
て
、「
悟
真
寺
鐘
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
、

杏
陰
集
・
巻
十
四
）
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○
十
月
、
長
谷
川
広
貞
の
求
め
に
応
じ
て
、「
長
谷
川
藤
広
墓
誌
銘
」
を
著
す
。

（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
五
）

　

長
谷
川
藤
広
は
、
長
崎
奉
行
。
家
康
の
側
近
。
妹
が
家
康
の
側
室
と
な
っ

た
。

○
十
二
月
、「
正
法
寺
願
文
」
を
著
す
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
、
義
直
が
兵
主
大
神
宮
を
建
て
、
八
王
子
素
戔
嗚
社
を
修
理
し
た
い

と
考
え
、
義
直
の
命
に
よ
り
、
祝
詞
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
八
）

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
庚
午
　
四
十
六
歳

○
二
月
、
義
直
に
従
っ
て
、
伊
勢
神
宮
を
参
詣
す
る
。
義
直
が
祠
官
に
命
じ
て
、

神
庫
を
開
け
さ
せ
、
神
道
三
部
書
・
神
祇
書
数
十
部
を
得
、
珍
書
数
十
部
を
模

写
さ
せ
た
。
杏
庵
も
『
宝
基
本
紀
』『
神
祇
本
源
』
な
ど
の
書
を
自
ら
書
写
し

た
。（
年
譜
）

　
『
宝
基
本
紀
』
は
、『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』。
伊
勢
神
道
の
経

典
。
永
仁
四
年
ま
で
に
成
立
。

　
『
神
祇
本
源
』
は
、『
類
聚
神
祇
本
源
』。
度
会
家
行
著
。
元
応
二
年
成
立
。

伊
勢
神
道
を
体
系
化
し
た
。

○
二
月
、
義
直
に
従
っ
て
、
久
々
里
に
遊
猟
し
、
愚
渓
寺
に
遊
び
、
詩
を
詠
じ

る
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
四
・
七
）

◎
九
月
十
二
日
、
明
正
天
皇
即
位
。
義
直
の
命
に
よ
り
上
洛
し
、
践
祚
・
譲
位

の
儀
式
を
見
て
、『
寛
永
御
即
位
記
』
を
作
る
。（
年
譜
）

　

明
正
天
皇
は
、
後
水
尾
天
皇
の
第
二
皇
女
。
母
は
、
徳
川
秀
忠
娘
和
子
。

○
十
二
月
、
義
直
に
従
っ
て
、
江
戸
に
赴
き
、『
東
行
日
録
』
を
著
す
。（
年
譜
、

国
会
図
書
館
蔵
『
杏
庵
紀
行
』）

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
辛
未
　
四
十
七
歳

○
六
月
、
江
戸
よ
り
尾
張
へ
帰
る
。
紀
行
文
『
辛
未
手
録
』
あ
り
。（
年
譜
、

杏
陰
集
・
巻
十
九
）

○
六
月
、
名
古
屋
藩
士
横
井
時
安
著
『
養
隼
方
』
の
序
を
著
す
。（
年
譜
、
杏

陰
集
・
巻
七
）

○
九
月
十
八
日
、
三
男
道
隣
（
孤
山
。
名
古
屋
藩
儒
。
一
六
三
一
〜
九
五
）
誕

生
。（
年
譜
）

○
十
一
月
、
京
都
の
書
肆
杉
田
玄
与
が
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
刊
行
し
た
い
と
考

え
、
そ
の
求
め
に
よ
っ
て
本
文
を
校
訂
し
、
跋
文
も
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰

集
・
巻
十
一
）

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
春
秋
経
伝
集
解
』
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

全
巻
に
わ
た
っ
て
付
訓
を
施
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
上
野
賢
知

「
堀
杏
庵
訓
点
の
春
秋
左
氏
伝
に
つ
い
て
」（『
春
秋
左
氏
伝
雑
考
』
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
、
一
九
五
九
年
三
月
）
参
照
。

○
こ
の
年
、
京
都
に
赴
き
、
安
芸
の
石
田
一
定
介
・
石
川
左
親
衛
の
求
め
に
応

じ
て
、「
石
庵
墓
誌
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
五
）

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
壬
申
　
四
十
八
歳

○
こ
の
年
、
江
戸
に
あ
り
。（
年
譜
）

○
正
月
、
歳
旦
詩
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
五
、
八
雲
藻
）

○
正
月
、
脇
坂
安
元
の
元
旦
の
歌
に
唱
和
す
る
。（
八
雲
藻
）

◎
四
月
十
三
日
、
徳
川
家
光
が
日
光
東
照
宮
に
参
詣
し
て
江
戸
を
出
発
し
た
。
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し
か
し
、
家
光
は
同
年
正
月
に
秀
忠
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
り
喪
に
服
し
て
い

た
た
め
詣
で
ず
、
今
市
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
義
直
も
今
市
に
お
り
、

そ
の
命
に
よ
り
、
日
光
に
赴
い
て
祭
礼
を
見
、
記
を
作
り
、
進
献
す
る
。（
年

譜
）

　
『
士
林
泝
洄
』
に
は
、「
将
軍
家
服
仮
有
り
、
神
廟
に
詣
で
ず
、
今
市
に
次

る
」
と
あ
る
。

○
八
月
十
五
日
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
二
十

四
）

※
九
月
三
日
、
浅
野
長
晟
没
。
四
十
七
歳
。

○
九
月
十
三
日
、
義
直
、
月
見
の
宴
に
て
歌
を
詠
じ
、
そ
れ
に
唱
和
す
る
。

（
杏
陰
集
・
巻
四
）

○
十
月
、
義
直
著
『
文
林
宝
帖
』
の
跋
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
一
）

○
十
一
月
、
美
濃
大
垣
城
主
岡
部
長
盛
没
。
哀
悼
の
詩
を
詠
む
。（
年
譜
、
杏

陰
集
・
巻
七
）

◎
冬
、
徳
川
義
直
の
寄
進
に
よ
り
、
林
羅
山
が
上
野
忍
岡
の
賜
地
に
先
聖
殿
を

建
設
す
る
。（
羅
山
林
先
生
年
譜
、
徳
川
実
紀
）

　

羅
山
が
釈
奠
に
用
い
る
た
め
に
「
歴
世
大
儒
像
」
を
制
作
し
よ
う
と
し
た

際
、
杏
庵
も
相
談
に
乗
り
、
最
初
は
松
華
堂
昭
乗
に
依
頼
し
た
。
し
か
し
、

昭
乗
が
老
齢
を
理
由
に
辞
退
し
、
代
わ
り
に
狩
野
山
雪
を
推
薦
し
て
き
た
。

図
像
の
選
定
に
つ
い
て
も
杏
庵
が
羅
山
と
と
も
に
指
示
を
出
し
た
（
林
鵞
峰

「
狩
野
永
納
家
伝
画
軸
序
」『
鵞
峰
文
集
』
巻
八
十
六
）。
杉
原
た
く
哉
「
狩

野
山
雪
筆
歴
世
大
儒
像
に
つ
い
て
」（
美
術
史
研
究
、
一
九
九
三
年
十
二
月
）

参
照
。

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
癸
酉
　
四
十
九
歳

○
こ
の
年
、
江
戸
に
あ
り
。（
年
譜
）

○
正
月
、
歳
旦
詩
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
四
、
八
雲
藻
）

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
正
月
、
脇
坂
安
元
の
元
旦
の
歌
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
四
、
八
雲
藻
）

○
二
月
二
日
、
母
（
宇
野
氏
）
没
。（
年
譜
）

　

追
悼
詩
あ
り
（
杏
陰
集
・
巻
五
）。
こ
れ
に
石
川
丈
山
が
唱
和
し
、
さ
ら

に
序
を
付
し
て
送
る
（
新
編
覆
醬
集
・
巻
一
）。

○
二
月
十
三
日
、
義
直
が
梅
花
を
詠
じ
た
詩
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
四
）

○
二
月
、
林
羅
山
が
江
戸
に
お
い
て
釈
菜
を
行
っ
た
の
に
関
与
し
た
。『
釈
奠

儀
』
を
著
す
。（
年
譜
）

○
四
月
、「
吉
田
子
元
（
角
倉
素
庵
）
行
状
」
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻

十
七
）

○
こ
の
年
、
京
都
に
あ
っ
て
、『
書
経
』『
職
原
鈔
』
を
講
義
す
る
。（
年
譜
）

寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
甲
戌
　
五
十
歳

○
春
、
京
都
に
あ
り
。（
年
譜
）

○
正
月
、
歳
旦
詩
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
四
、
八
雲
藻
）

○
正
月
、
脇
坂
安
元
の
元
旦
の
歌
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
三
、
八
雲
藻
）

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
六
月
、
家
光
が
上
京
す
る
。（
年
譜
）

○
閏
七
月
四
日
、
上
洛
し
た
徳
川
義
直
・
頼
宣
・
頼
房
ら
を
私
邸
に
て
饗
応
す
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る
。（
年
譜
）

○
八
月
十
五
日
、
歌
一
首
詠
。
安
楽
庵
策
伝
の
歌
に
唱
和
す
る
詩
一
首
も
詠
。

（
策
伝
和
尚
送
答
控
）

○
九
月
四
日
、
杏
庵
宅
で
詩
歌
会
が
催
さ
れ
、
林
羅
山
・
安
楽
庵
策
伝
・
木
下

長
嘯
子
・
松
永
貞
徳
・
那
波
道
円
（
活
所
）・
打
它
公
軌
・
三
宅
正
堅
（
澹

庵
）・
蜀
山
ら
が
出
席
す
る
。
長
嘯
子
が
出
題
し
た
。（
年
譜
、
杏
陰
集
巻
五
、

羅
山
詩
集
・
巻
二
十
七
、
五
十
四
、
五
十
五
、
挙
白
集
・
一
〇
八
四
・
一
〇
九

九
・
一
一
二
一
番
、
策
伝
和
尚
送
答
控
、
活
所
遺
稿
・
巻
四
、
逍
遊
集
・
一
六

六
六
番
）

　

安
楽
庵
策
伝
は
、
僧
侶
。
話
芸
に
秀
で
た
。
笑
話
集
『
醒
睡
笑
』。
打
它

公
軌
は
、
歌
人
。
長
嘯
子
、
貞
徳
、
中
院
通
勝
に
学
ぶ
。

○
九
月
五
日
、
那
波
活
所
と
と
も
に
東
山
に
木
下
長
嘯
子
を
訪
ね
る
。
詩
あ
り
。

（
杏
陰
集
・
巻
一
）

○
九
月
十
八
日
、
南
禅
寺
に
て
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
七

十
五
）

　

連
衆
は
他
に
、
最
岳
元
良
・
林
羅
山
・
稲
辺
春
碩
（
俊
長
）・
小
川
宗
五

（
俊
政
）・
元
八
・
春
海
・
正
玄
。

　

最
岳
元
良
は
、
臨
済
宗
僧
侶
。
以
心
崇
伝
の
法
嗣
。『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』

の
編
修
に
も
関
わ
っ
た
。

○
十
月
六
日
、
杏
庵
亭
に
て
詩
歌
会
あ
り
。
木
下
長
嘯
子
・
安
楽
庵
策
伝
・
松

永
貞
徳
・
打
它
公
軌
・
堀
立
庵
（
正
英
）・
之
俊
・
今
相
・
策
雲
ら
出
席
。（
挙

白
集
・
一
一
五
三
番
、
策
伝
和
尚
送
答
控
）

◎
十
月
、
後
水
尾
院
に
召
さ
れ
て
、『
大
学
』
三
綱
領
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
答

え
る
。
そ
の
弁
舌
の
鮮
や
か
さ
を
院
も
称
賛
す
る
。（
年
譜
）

○
十
月
、
豊
永
堅
斎
が
黒
谷
に
塔
を
建
て
た
の
に
対
し
て
、
記
を
著
す
。（
年

譜
、
杏
陰
集
・
巻
九
）

○
十
月
、
菅
沼
定
芳
が
近
江
膳
所
藩
主
か
ら
丹
波
亀
山
藩
主
に
転
じ
た
こ
と
を

祝
し
て
、
詩
あ
り
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
五
）

○
こ
の
年
、
智
仁
親
王
・
良
尚
親
王
に
召
さ
れ
て
、『
大
学
』
を
進
講
す
る
。

そ
の
後
、
宴
を
賜
る
。（
年
譜
）

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
乙
亥
　
五
十
一
歳

○
正
月
、
歳
旦
詩
歌
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
四
、
八
雲
藻
）

○
正
月
、
脇
坂
安
元
の
元
旦
の
歌
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
五
、
八
雲
藻
）

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
三
月
七
日
、
漢
和
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
天
理
図
書
館
蔵
本
他
）〔『
連

歌
総
目
録
』〕

　

連
衆
は
他
に
、
最
岳
元
良
・
大
橋
龍
慶
・
昌
琢
・
林
羅
山
・
林
永
喜
・
玄

仲
・
応
昌
ら
。

○
八
月
、
義
直
に
従
っ
て
、
江
戸
か
ら
帰
る
途
次
、
小
田
原
城
主
稲
葉
正
則
の

も
と
に
立
ち
寄
る
。『
十
日
夜
記
（
帰
尾
紀
行
）』
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰

集
・
巻
二
十
、
国
会
図
書
館
蔵
『
杏
庵
紀
行
』）

○
十
月
、
下
総
栗
原
藩
主
成
瀬
之
虎
の
求
め
に
応
じ
て
、「
法
成
寺
鐘
銘
」
を

著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
四
）

○
十
月
、
飛
鳥
井
雅
胤
・
雅
昭
が
尾
張
を
来
訪
し
、「
行
幸
記
」
三
部
を
示
す
。
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義
直
の
命
に
よ
り
、
書
写
す
る
。（
年
譜
）

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
丙
子
　
五
十
二
歳

○
春
、
江
戸
に
あ
り
。（
年
譜
）

◎
三
月
二
十
九
日
、
義
直
の
日
光
社
参
に
邑
従
し
、
尾
張
を
出
発
。
途
中
、
足

利
学
校
に
寄
る
。
日
光
に
詣
で
、
四
月
二
十
三
日
江
戸
着
。（
年
譜
、
杏
陰

集
・
巻
十
、
二
十
一
、
国
会
図
書
館
蔵
『
杏
庵
紀
行
』）

　

紀
行
『
中
山
日
録
』（
続
々
群
書
類
従
九
）
成
る
。
贄
川
宿
で
蕎
麦
を
食
し

た
記
事
が
載
る
が
、
こ
れ
は
蕎
麦
切
の
初
期
の
文
献
と
し
て
貴
重
と
い
う
。
森

銑
三
「
蕎
麦
と
江
戸
生
活
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
続
編
第
十
三
巻
、
中
央
公
論

社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

○
六
月
、『
応
永
記
』『
万
葉
註
釈
』
を
書
写
・
校
訂
す
る
。（
年
譜
）

○
八
月
、
家
光
が
尾
張
徳
川
家
に
来
臨
。
そ
の
際
、
ご
覧
に
入
れ
た
小
姓
踊
は

杏
庵
の
作
と
い
う
。
森
銑
三
「
偉
人
暦
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
続
編
別
巻
、
中

央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）、
三
鬼
清
一
郎
『
愛
知
県
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

○
八
月
、
先
聖
殿
に
て
釈
菜
。
詩
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
四
）

◎
十
二
月
、
江
戸
に
て
朝
鮮
通
信
使
の
権
侙
ら
と
筆
談
す
る
。（
年
譜
、
杏
陰

集
・
巻
十
）

○
こ
の
年
、
江
戸
に
あ
っ
て
、『
朝
鮮
来
朝
記
』
を
著
す
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、

『
朝
鮮
征
伐
記
』
を
著
し
、
世
に
流
布
し
た
。（
年
譜
）

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
丁
丑
　
五
十
三
歳

○
正
月
、
脇
坂
安
元
の
元
旦
の
歌
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
五
、
八
雲
藻
）

○
二
月
、
金
森
宗
朝
の
求
め
に
よ
り
、「
宗
悟
寺
鐘
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
、
杏

陰
集
・
巻
十
四
）

○
四
月
二
十
三
日
、
義
直
正
室
春
姫
、
三
十
五
歳
に
て
没
。
追
悼
歌
文
を
制
作

す
る
。

　

岡
本
聡
「
堀
杏
庵
作
徳
川
義
直
室
春
姫
追
悼
歌
文
を
め
ぐ
っ
て
」（
近
世

文
学
研
究
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）
参
照
。

○
五
月
、
永
原
重
式
の
求
め
に
よ
り
、「
永
原
松
雲
墓
誌
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
、

杏
陰
集
・
巻
十
五
）

○
五
月
、
門
人
の
正
允
が
著
し
た
『
帳
中
秘
集
』
の
書
後
を
著
す
。（
年
譜
、

杏
陰
集
・
巻
十
一
）

○
七
月
、
堀
親
昌
の
求
め
に
よ
り
、「
堀
親
良
君
墓
誌
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
、

杏
陰
集
・
巻
十
五
）

　

堀
親
昌
は
、
下
野
烏
丸
藩
主
。
飛
鳥
井
雅
章
に
和
歌
を
学
ぶ
。
親
良
は
父
。

○
冬
、
石
川
丈
山
と
詩
の
贈
答
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
五
、
新
編
覆
醬
続
集
・

巻
十
三
）

○
こ
の
年
、
江
戸
に
あ
っ
て
、
子
の
正
英
（
立
庵
）
と
門
人
た
ち
に
『
続
日
本

紀
』『
文
徳
実
録
』
を
書
写
さ
せ
、
朱
点
を
施
し
訓
を
付
し
て
、「
抜
萃
一
巻
」

を
作
る
。（
年
譜
）

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
戊
寅
　
五
十
四
歳

○
春
か
ら
夏
に
か
け
て
江
戸
に
あ
り
。（
年
譜
）

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
二
月
、
脇
坂
安
元
の
元
旦
の
歌
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
五
、
八
雲
藻
）

412



（92）

人文 17号（2018）

○
二
月
、『
焦
氏
易
林
』
を
書
写
し
、
朱
点
を
施
し
、
訓
を
付
す
。（
年
譜
）

◎
三
月
、
近
衛
信
尋
・
尚
嗣
父
子
が
江
戸
に
到
り
、
江
戸
本
誓
寺
に
滞
在
し
た

際
、
拝
謁
し
、
歓
待
を
受
け
る
。
富
士
山
の
漢
詩
に
つ
い
て
贈
答
し
、
有
職
に

つ
い
て
問
答
あ
り
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
三
）

○
三
月
、
柳
原
中
納
言
（
業
光
）・
右
少
弁
（
資
行
）
が
杏
庵
を
仲
介
と
し
て

義
直
に
拝
謁
す
る
。（
年
譜
）

○
三
月
、
京
都
に
赴
き
、
九
条
忠
英
・
二
条
康
道
に
拝
謁
し
、
篤
く
も
て
な
さ

れ
る
。（
年
譜
）

○
夏
、
石
川
丈
山
と
黒
谷
に
遊
ぶ
。（
新
編
覆
醬
集
・
巻
一
）

○
秋
、
浅
野
長
治
の
求
め
に
よ
っ
て
、「
其
先
世
神
道
碑
事
」
を
著
す
。
尾
張

に
帰
る
。（
年
譜
）

　

浅
野
長
治
は
、
備
後
三
次
藩
主
。
浅
野
長
晟
庶
子
。

○
八
月
十
九
日
、
林
永
喜
没
。
羅
山
の
追
悼
詩
に
唱
和
す
る
。
別
に
追
悼
詩
あ

り
。（
杏
陰
集
・
巻
五
）

◎
八
月
、
七
百
石
の
采
地
を
賜
る
。（
年
譜
）

○
九
月
、
平
岩
元
重
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
著
『
見
義
集
』
の
序
を
著
す
。

（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
七
）

　

平
岩
元
重
は
、
三
河
の
人
で
、
義
直
に
仕
え
た
武
将
。

○
九
月
、
道
家
正
休
（
医
師
。
杏
庵
門
人
）
の
為
に
「
見
台
銘
」
を
著
す
。

（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
四
）

○
こ
の
年
、
吉
昭
が
惺
窩
著
『
文
章
達
徳
録
綱
領
』
を
校
訂
し
て
刊
行
し
、
父

角
倉
素
庵
の
志
を
遂
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
序
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・

巻
七
）

　

序
に
は
「
寛
永
十
六
年
九
月
」
と
あ
る
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）

の
で
、
翌
年
の
刊
行
か
。

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
己
卯
　
五
十
五
歳

○
こ
の
年
、
近
衛
尚
嗣
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
三
）

○
春
、
尾
張
に
あ
り
。（
年
譜
）

○
春
、
義
直
自
ら
能
を
舞
っ
た
席
で
、
高
巌
和
尚
が
詩
を
詠
み
、
そ
れ
に
唱
和

す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
四
）

○
春
、
石
川
丈
山
と
詩
の
贈
答
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
六
、
新
編
覆
醬
集
・
巻

一
）

○
二
月
、「
石
川
主
馬
佑
（
石
川
丈
山
の
い
と
こ
お
じ
石
川
吉
信
）
墓
誌
銘
」

を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
五
）

○
七
月
二
十
三
日
、
冷
泉
為
景
が
杏
庵
宛
て
に
書
翰
を
著
し
、『
惺
窩
文
集
』

の
不
備
を
補
い
、
新
た
に
編
集
し
た
も
の
を
刊
行
し
た
い
旨
、
述
べ
る
。（『
藤

原
為
景
朝
臣
詩
集
』
所
収
「
藤
原
為
景
朝
臣
遺
文
」）

　

了
承
し
た
と
の
返
簡
あ
り
。（
杏
陰
集
・
巻
十
）

　

冷
泉
為
景
は
、
惺
窩
の
長
男
。
断
絶
し
て
い
た
下
冷
泉
家
を
再
興
し
た
。

菅
得
庵
に
学
ぶ
。

○
秋
、
江
戸
に
赴
き
、
外
孫
黒
川
道
祐
の
為
に
『
周
易
』
を
講
義
す
る
。（
年

譜
）

　

黒
川
道
祐
は
、
医
師
。
安
芸
藩
医
黒
川
寿
閑
の
男
。
母
は
、
杏
庵
女
。

○
十
二
月
二
十
一
日
、
金
地
院
に
て
聯
句
の
会
に
参
加
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
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巻
七
十
五
）

　

連
衆
は
他
に
、
最
岳
元
良
・
林
羅
山
・
林
恕
（
鵞
峰
）・
知
信
・
林
守
勝

（
読
耕
斎
）・
柳
瀬
良
以
・
黒
川
寿
閑
（
寿
澗
）・
辻
了
的
（
端
亭
）・
坂
井
伯

元
・
人
見
卜
幽
・
良
雲
・
道
二
。

　

林
鵞
峰
は
、
羅
山
三
男
。
詩
文
集
『
鵞
峰
文
集
』。
林
読
耕
斎
は
、
羅
山

四
男
。
辻
端
亭
は
、
水
戸
藩
儒
。
羅
山
に
学
ぶ
。

○
冬
、「
善
照
寺
鐘
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
）

○
こ
の
年
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
求
め
に
応
じ
て
題
画
詩
を
詠
じ
る
。（
羅
山
詩

集
・
巻
六
十
八
）

寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
庚
辰
　
五
十
六
歳

○
正
月
、
歳
旦
詩
あ
り
。
脇
坂
安
元
が
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
五
、
八
雲

藻
）

○
正
月
、
脇
坂
安
元
の
元
旦
の
詩
に
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
五
、
八
雲
藻
）

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
正
月
十
五
日
、
杏
庵
席
上
、
林
羅
山
が
詩
を
詠
む
。（
羅
山
詩
集
・
巻
二
十

一
）

○
正
月
二
十
一
日
、
林
羅
山
と
聯
句
あ
り
。
最
岳
元
良
も
同
座
。（
羅
山
詩

集
・
巻
七
十
五
）

○
四
月
、
近
衛
尚
嗣
に
『
周
易
』
を
講
義
し
、「
菅
織
染
（
菅
沼
定
芳
）」
に

「
神
書
二
巻
」
を
講
義
し
た
。（
年
譜
）

○
六
月
、
京
都
に
帰
る
。
教
え
を
乞
お
う
と
す
る
人
々
多
数
来
訪
。（
年
譜
）

○
八
月
、
近
衛
信
尋
が
杏
庵
の
邸
宅
に
来
臨
。
尊
純
法
親
王
、
四
辻
公
理
・
柳

原
資
行
ら
も
訪
れ
る
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
一
）

○
九
月
七
日
、
石
川
丈
山
と
と
も
に
松
永
尺
五
を
訪
問
す
る
。
丈
山
の
詩
に
唱

和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
六
、
新
編
覆
醬
集
・
巻
二
、
尺
五
集
・
巻
二
）

　

松
永
尺
五
は
、
儒
学
者
。
貞
徳
の
子
。
祖
母
は
惺
窩
姉
。
詩
文
集
『
尺
五

先
生
全
集
』。

○
九
月
二
十
四
日
、
尾
張
に
戻
る
杏
庵
に
対
し
て
、
近
衛
尚
嗣
な
ら
び
に
石
川

丈
山
・
松
永
尺
五
が
詩
を
贈
り
、
そ
れ
に
唱
和
す
る
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻

六
、
新
編
覆
醬
集
・
巻
二
、
尺
五
集
・
巻
一
）

○
九
月
、「
山
城
氷
室
記
」
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
九
）

○
九
月
、
都
筑
吉
保
が
寛
永
十
四
年
に
朝
鮮
通
信
使
の
権
侙
（
菊
軒
）
と
贈
答

し
た
詩
を
見
て
、
唱
和
す
る
。（
杏
陰
集
・
巻
六
）

○
冬
、
成
瀬
正
房
が
『
群
書
治
要
』
に
訓
点
を
付
す
こ
と
を
求
め
た
が
、
金
沢

本
が
官
庫
に
あ
り
見
ら
れ
な
い
た
め
、
難
し
い
旨
を
述
べ
辞
退
し
た
も
の
の
、

正
房
は
承
知
せ
ず
、
や
む
な
く
付
訓
し
た
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
一
）

○
こ
の
年
、
子
の
立
庵
、
外
孫
の
黒
川
道
祐
ら
が
『
万
病
回
春
』
の
薬
名
に
つ

い
て
質
問
し
た
た
め
、『
多
識
篇
』
を
校
訂
し
て
与
え
た
。（
年
譜
）

　
『
万
病
回
春
』
は
、
明
の
龔
廷
賢
が
著
し
た
総
合
的
な
医
学
書
。『
多
識

篇
』
は
、
羅
山
が
『
本
草
綱
目
』
か
ら
語
を
抜
粋
し
、
和
訓
を
施
し
た
辞
書
。

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
辛
巳
　
五
十
七
歳

○
こ
の
年
、
江
戸
に
あ
り
。（
年
譜
）

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
二
月
、「
本
多
親
信
墓
誌
銘
」
を
著
す
。（
年
譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
五
）
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○
こ
の
年
、
熊
谷
立
設
の
為
に
『
職
原
鈔
』
を
講
義
す
る
。（
年
譜
）

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
壬
午
　
五
十
八
歳

○
こ
の
年
、
江
戸
に
あ
り
。（
年
譜
）

○
正
月
、
林
羅
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
唱
和
す
る
。（
羅
山
詩
集
・
巻
十
五
）

○
二
月
、
下
総
関
宿
藩
主
北
条
氏
重
の
為
に
、「
関
宿
城
鐘
銘
」
を
著
す
。（
年

譜
、
杏
陰
集
・
巻
十
四
）

◎
三
月
、
幕
命
に
よ
り
、
林
羅
山
ら
と
と
も
に
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
の
編
纂

に
携
わ
る
。（
年
譜
、
寛
永
諸
家
系
図
伝
序
）

○
五
月
、『
続
日
本
紀
』
を
書
写
さ
せ
、
朱
点
を
施
し
、
訓
を
付
す
。（
年
譜
）

○
七
月
、
に
わ
か
に
喀
血
し
、
義
直
は
医
師
を
遣
わ
し
て
治
療
さ
せ
る
。（
年

譜
）

◎
十
一
月
二
十
日
、
江
戸
に
て
病
没
。（
年
譜
）
墓
、
江
戸
芝
金
地
院
、
京
都

南
禅
寺
帰
雲
院
。

　

林
羅
山
に
追
悼
詩
あ
り
。（
羅
山
詩
集
・
巻
四
十
）。
ほ
か
に
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
蔵
『
杏
庵
先
生
追
悼
詩
文
集
』
あ
り
。
金
地
院
の
墓
は
、「
近

き
火
災
に
碑
銘
も
損
じ
て
し
れ
ず
と
い
ふ
」（
大
田
南
畝
『
一
話
一
言
』
巻

八
）。

○
寛
永
末
頃
、
石
川
丈
山
が
杏
庵
の
歳
旦
詩
に
対
し
て
唱
和
す
る
。（
覆
醬

集
・
上
）

　
「
医
正
意
が
尾
陽
よ
り
示
さ
る
る
元
旦
の
什
に
寄
酬
す
」
の
尾
聯
に
、
杏

庵
を
評
し
て
、「
仁
術　

功
成
り
て
才
芸
に
富
め
り
／
春
風　

千
載
の
呂
純

陽
」
と
あ
る
。「
呂
純
陽
」
は
、
唐
の
仙
人
。

○
万
治
二
年
六
月
十
九
日
、『
朝
鮮
征
伐
記
』
刊
。
書
肆
、
二
条
通
鶴
屋
町
田

原
二
左
衛
門
。

【
主
要
参
考
文
献
】

小
高
敏
郎
『
松
永
貞
徳
の
研
究
』
至
文
堂
、
一
九
五
三
年
。
改
訂
新
版
、
一
九
八
八
年
、

臨
川
書
店

堀
勇
雄
『
林
羅
山
』
吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
、
一
九
六
四
年

津
田
修
造
・
吉
田
幸
一
「
木
下
長
嘯
子
年
譜
」『
長
嘯
子
新
集
』
中
巻
、
古
典
文
庫
、

一
九
九
三
年

小
川
武
彦
・
石
島
勇
『
石
川
丈
山
年
譜
』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
四
年

市
古
夏
生
『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
』
若
草
書
房
、
一
九
九
八
年

鈴
木
健
一
『
林
羅
山
年
譜
稿
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年

川
平
敏
文
「
先
哲
叢
談
聚
議
│
堀
杏
庵
・
石
川
麟
洲
」（
雅
俗
、
二
〇
〇
〇
年
一
月

岡
雅
彦
他
『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年

高
橋
俊
和
『
堀
景
山
伝
考
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
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raft C

hronological R
ecord of H

ori K
yō an’ s C

areer
SU

Z
U

K
I K

en’ ichi
　

A
t the start of the early m

odern period, C
onfucian scholars w

ho had 
studied under Fujiwara Seika藤

原
惺
窩

were the leading figures in the world 
of C

hinese studies. A
m

ong them
, H

ayashi R
azan

林
羅
山

in particular could 
be said to have been an especially outstanding figure. But it w

as not only 
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R
azan who stood out. H

ori K
yō an

堀
杏
庵

（1585

─1642

）was unusual in that 
he had connections w

ith the authority of the O
w

ari尾
張

branch of the 
Tokugaw

a徳
川

fam
ily and w

as also a physician, as w
ell as w

orking in close 
cooperation w

ith R
azan, and he m

ade a m
ajor contribution to the thriving 

state of the w
orld of C

hinese studies during this period. For these reasons 
K

yō an, too, ought to be held in high regard. O
n the basis of such 

considerations, in this article I divide K
yō an’ s career into three periods

│
（I

）

pre-service years, 
（II
）service w

ith the A
sano

浅
野

fam
ily, and

（III

）

service w
ith the O

w
ari branch of the Tokugaw

a fam
ily

│and sum
m

arize his 
life in the form

 of a chronological record. W
orthy of particular note are his 

training as a physician in his younger years, his friendship with R
azan, and, in 

period III, his grow
ing fam

e as a C
onfucian scholar from

 around the age of 
forty when he entered service with the O

wari branch of the Tokugawa fam
ily.

　

Key W
ords :  the start of the early m

odern period, confucian scholars, H
ori 

K
yō an, H

ayashi R
azan, O

wari branch of the Tokugawa
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